
会費納入はカンタンです

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S23 小田　誠夫 H29. 12. 18
S26J 井口　道好
S29 小林　大修 H26. 9. 
S29 長尾　忠一 
S29 小林　義郎 
S29 斉藤　光美 

S31 松本　光史 H30. 4. 3
S31 牧野　純一 H30. 9. 30
S32 柏原　　誠 H27. 5. 4
S33 大森　良樹 H30. 9. 22
S38 千葉　　晃 H30. 8. 2

平成30年６月18日梅窓会総会において本年度は三年に一度の会長改選期

にあたり立候補者、小川和夫氏（Ｓ34年卒）が梅窓会会長に満場一致で承

認され、髙木前会長から引き継ぎのあと新体制で発足されます。小川和夫新

会長は学園の理事、常務理事を歴任し学園のことに精通しており梅窓会と

学校との関係が一層密になると思われます。

日ごろは梅窓会活動へご理解とご協力をいただきまして、ありがとうございます。梅窓会会員の皆様から寄付としていただいてお
ります「賛助会費」は、基礎的収入の「会費」と共に、梅窓会の運営を支える重要な財源として鋭意活用させていただいております。
本年度も梅窓会は、在校生への奨学金や「日学祭」、各種部活動等重要イベントへの支援及び会員皆様との架け橋である『梅窓
会報』の発行、ホームページの管理・運営と総会、常任幹事会、運営委員会の開催など、数々の事業活動を行なっております。
一方で、梅窓会の財政状態は、会費収入の低迷もあり、決して健全な状態とは言えず、会の維持・運営にも支障を来たしかねない
状況下にあります。
つきましては、梅窓会の持続的な運営を通して、歴史と伝統に根付いた母校日本学園の発展に資する支援を、何卒お願い申し上
げる次第でございます。　
振込みには、会報に同封の「払込取扱票」をご利用ください。

副会長　中島 秀治（S41年卒）

会費収入は梅窓会運営の基盤です。
ご協力よろしくお願いいたします。
年会費   4,000円
　毎年１回／同封の郵便振替用紙で納入してください。
終身会費 40,000円
　最初の１回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

ＯＢの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣
味の会などをインターネットの「梅窓会ブログ」や梅窓会報に
掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月は除く）
午後に梅窓会事務室までご連絡をお願いいたします。パソコ
ンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内にあり
ますメールアドレスまで直接原稿を投稿することも出来ます。
皆様の情報をお待ちしております。 梅窓会　広報部会

ＯＢ情報大募集中！

検索梅窓会ブログ 検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
クリックするだけでご覧になれます。

梅窓会新会長に小川和夫氏（S34年卒）就任！

「賛助会費」納入のお願い

平成30年度　梅窓会予算

（2018/4/1ー2019/3/31　単位：円）

収入

　　　　正会員（終身） 480,000 600,000

　　　　正会員（年） 432,000 480,000

　　　　賛助会員 480,000 600,000

　　正会員計 1,392,000 1,680,000

　　準会員 2,098,800 2,253,600

　　雑収入 20,078 50,100

　　収入合計 3,510,878 3,983,700

　支出

　　一般管理費

　　　　委員会運営費 275,070 400,000

　　　　通信費 149,828 136,000

　　　　旅費交通費 0 20,000

　　　　事務費・消耗品費 206,453 207,614

　　　　会議費  48,461 66,000

　　　　雑費 148,240 185,000

　　　　口座徴収料金 26,227 35,000

　　　　慶弔費 0 30,000

　　　　人件費 276,500 300,000

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,230,782 1,479,614

　業務運営費

　　　　備品費 112,449 20,000

　　　　卒業記念品費 476,982 620,000

　　　　会報費 849,792  866,900

　　　　学園行事協力費 0 15,000

　　　　学園行事支援費 120,000 190,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 500,000 500,000

　　　　予備費 39,420 40,000

　　　業務運営費計 2,098,643 2,251,900

　　支出合計 3,329,425 3,731,514

　収支差額  181,453 252,186

　次期繰越金 9,272,358 9,524,544

予　　算前年度実績

小川和夫新会長挨拶

｢平成 30年度梅窓会総会｣を開催

私は10年間梅窓会会員でありながら、理事の立場で運営委員会へ出席して

参りました。運営への発言は控えておりましたが、これからは皆さんのご意見

を伺いながら会運営の改善を進めて参ります。何故なら10年間皆さんと同席

させて頂いた事によって、会の現状はよく判って居るつもりです。

これだけの組織ですから、常勤の事務長を雇用すべきですが、現状の収入で

はそれすら不可能ですから、収入増対策として会報発行を10年前に戻すとこ

ろから始めたいと思います。

又、過去の慣例にとらわれる事なく、活性化の為の改善を推し進めて行きます。

また、様々な場面で正会員、準会員（在校生）への会の存在感を高めることに

よって、梅窓会への関心をアップする為の作業を致します。

2019年は元号が変わりますし、人生50年時代から100年時代への幕開けで

す。健康寿命100年を目標に「梅窓会」を「老いを楽しみ、母校と我が身を元気

にする会」として頑張りましょう。

梅窓会 会長　小川 和夫（S34年卒）

平成30年３月22日（木）新日鉄代々木倶楽部にて、梅窓会髙木会長を招
き18名が出席し開催されました。｠（出席者）｠池松正克、碓井健一、萩島
哲哉、猪狩達夫、佐々木忠彦、佐藤公一、芝原弘身、杉野孝夫、関口忠、髙
田鉱、武居正、谷川義明、堀内優憲、萩本国明、吉澤正行、浦野孝弘、寺山
心一翁、鈴木好彦八十三才とは思えぬ元気で歓談、飲んで終了しました。

                                        　　　　　　　　　 S29年卒　堀内 優憲

ＯＢ情報
短信

七七七会（S26J､S29年卒）総会開催

七年ほど前になりますが、同期の安藤實さんから突然梅窓会の会長をやらないかと云う
話が舞い込んで参りまして、当時あまり学園と関わり合いがありませんでしたので、特に
晴天の霹靂であり、理解をするのに時間が掛かりました。引き受けるのに不安もあり、再
三辞退を致しましたが、何でも良いから定例会に出て来いと云う事で何度か出席をさせ
て戴きました。そうした中で委員の皆さんが、本当に学園を思い活動している姿に接し、再
三の要請もあり、お亡くなりになった当時の太田会長からも引き受ける様にご下命があり
ましたので、私ごとき者が勤まるものか、大変心配もしましたが、皆さんの御協力も戴ける
と云う事で､力不足乍らお引き受けする事になりました。
先輩からも叱咤激励され、同窓の士の暖かい御協力を得る中で、会長としてスタートする
事が出来ました。定例会では時には激しく論じ合うときもあり、母校を思う共通の心が、梅
窓会を盛り立てている事がわかり、曲がりなりにも会長職を勤めることが出来ました。
振り返ってみますと、楽しい思い出が数多く残っております。とくに例会のあとの懇親会が

毎回盛り上がり楽しい時を持つことが出来、幹事役の清水さんには今でも感謝して居ります。そして開校百三十年を皆さんと共
に祝う事が出来たのも忘れる事は出来ません。
理事長はじめ多くの先輩とも親しくして戴き、三代の校長先生や学園関係の皆様も大変お世話になりました。又運動部の試合
の応援や、吹奏楽部の演奏会に､出席した事も忘れる事は出来ません。運動部のＯＢ会にも呼んで戴き、多くの年度の同期会に
も参加させていただきました。
本当に貴重な六年間でした。幸いにも小川和夫さんがしっかりとバトンを受け継いで下さいましたので、梅窓会も益々活発にな
る事と信じております。最後にこの道に誘い込んでくれた安藤實君に感謝し、母校日本学園が文武両道の素晴らしい学校とな
る事を心よりお祈りしてお礼の挨拶と致します。

髙木前会長退任の挨拶

S41年卒「ハワイ柴田会」親睦＆激励会
去る４月18日（水）、少々肌寒さを感じる陽気の中、恵比寿駅前のQiZ（クイズ）恵比寿ビルにある台湾中華・飲茶料理 「京鼎樓」
で恒例のハワイ柴田会を開きました。
本会のメンバーは、柴田 仁君、清水 光行君、内藤 雅司君と中島で、それぞれの夫妻出席が原則です。柴田君は、長年大手旅行会
社の幹部としてハワイを舞台に活躍し、現在はＨＡＷＡＩＩに終の住まいを構えて年に１，２回来日しては旧交を温めています。柴
田君、清水君、中島は中学からの入学組で、柴田と中島はテニス部でペアを組んで
近隣の公立中学等で練習試合を頻繁におこなっていました。（因みに、当時の日学
は、ポンコウと、中学はポンチュウと呼称された。）内藤君からの情報がキッカケ
で50数年ぶりに柴田君と再会してから、ハワイとゴルフが大好きな柴田・清水・内
藤の３君に中島も加わって夫婦で参加の「ハワイ柴田会」が続いています。
特に今回は内藤君が、学校法人日本学園の常務理事の重責を拝することになっ
たため、激励会も兼ねて行われました。母校の再興に「内助の功」も期待して盛会
裏にお開きとなりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S41年卒　中島 秀治｠

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに
　４万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願
　いいたします。（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後
　ろに 「♯」 を付してあります。

謹んで哀悼の意を表します。
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平成 30年度インターハイ出場応援報告

梅窓会ではこの度、杉浦重剛先生直筆の掛け軸と関係史料を入手し学園
に寄贈いたしました。
＊掛け軸　杉浦重剛書　『乃木将軍挽歌』
＊史料　日本漢詩吟詠会『神州之正気』創刊号【昭和４年４月１日発行】
この掛け軸には明治天皇の後を追って殉死した乃木希典将軍を弔うた
め、杉浦先生が作った有名な漢詩が書かれています。
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【大意】
　赤穂四十七士の熱血が滴り、乃木将軍の血となり、
　吉田松陰の人格が言わずとも、伝わっているから、
　将軍の心持ちは一点の曇りも無く明である。
　日本の正気は、乃木将軍によって益々尊う。
乃木希典将軍が生まれた藩邸は、赤穂義士の一部が割腹した場所で、父
から武士として彼らの生き方を教えられたと言われています。「赤城の熱
血」とはこれを指しています。また「松下」とは松下村塾のことで、吉田松陰
を教育した塾創設者の玉木文之進から教えを受けていました。
日露戦争で第三軍司令官として戦った乃木将軍は、戦後、明治天皇の勅命
により、学習院々長となるほど教育者としても名高い人物でした。杉浦先生
は人格に優れた乃木将軍を深く尊敬していました。大正３年、裕仁皇太子

（後の昭和天皇）が学ばれた東宮御学問所で杉浦先生は「帝王学」として
大切な科目である倫理担当を拝命。初めての御進講を前に、親友であった
小村寿太郎と敬愛した乃木将軍の墓前でこの役目を全うすることを誓っ
たと言われています。学園資料室にはその小村候へ手向けた杉浦先生書
の漢詩掛け軸と、落款印はありませんが乃木将軍書と推定される大掛け
軸も所蔵しています。

資料室委員会

ＯＢ
投稿

杉浦重剛先生書の掛け軸と関係史料を寄贈

平成30年９月29日（土）特７教室にて秋の常任幹事約３0名
参加のもと開催されました。
松井啓真氏（Ｓ42年卒）の司会進行で始まり小川和夫梅窓会
会長（Ｓ34年卒）、来賓の堀内優憲学園理事長（Ｓ29年卒）水
野重均校長（Ｓ48年卒）それぞれの方々の挨拶がありました。

秋の常任幹事会開催される

バスケインターハイ出場を目標に頑張ってきた日学バスケ部
が夢を現実にしてくれました。我々日学スポーツ応援会は８
月２，３日と一宮市総合体育館に梅窓会有志とバスケ部OB
とコラボして燃えて、散って来ました。校長先生はじめ多くの
父母、バスケ部OB,学園の先生方、梅窓会運営委員、日学
ファン等が応援に駆けつけてくれました。出場校はいずれも
全国大会出場の常連校が多く大会慣れした高校が多く、初
戦対戦の広島県立皆実高校も昨年末のウィンターカップの
ベスト８校、2017年インターハイ８位に入っている強豪校で
すが、果敢に戦い79－59で完勝しました。２回戦は兵庫代
表の報徳学園（硬式野球の強豪校として知られています）と
当たりましたが１Qに先制攻撃で勢いに乗られてしまい苦戦
しました、４Qで反撃しましたが残念ながら追いつかず108
－81で負けました。208センチの長身のアフリカ留学生を抑
えきれませんでした。全国best32位以内でした。我が校は

全国的にバスケの強豪校として台頭しつつあり注目されだ
しています。全国トツプ校を目指し厳しい練習を積んでいま
す。文武両道の学校として注目されだしている我が校の力
をまずバスケで見せて、大会出場を果たしてほしいもので
す。｠日本学園の生徒たちの活躍をぜひとも一諸に応援し
ませんか。物心両面の応援をお願いして報告を終わります。

　　　　　　梅窓会　日学スポーツ応援会

学園祭のレポート

新たなる希望を胸に入学式行われる！

バスケットボール部が念願のインターハイ出場を決めました。　東京都予選
も激戦で、決勝リーグ４チームの戦績は下記の通りです。
　　　1 位 八王子学園八王子高校　３勝　　　　　　　　　 
　　　2 位 実践学園高校　　　　　 1 勝２敗（得失点差 +12） 
　　　3 位 日本学園高校　　　　　 1 勝２敗（得失点差    -1）　
　　　4 位 成立高校　　　　　　　 1 勝２敗（得失点差 -11）
※当該チーム間の得失点差で順位が決定　３位までがインターハイ出場

日本学園高等学校バスケットボール部は、８月２日から愛知県で行われまし
た、全国高等学校総合体育大会2018（インターハイ）に東京都代表として出
場しました。我が校は初出場ながら全国の強豪校と堂 と々試合を行い、一回
戦は昨年末のウィンターカップベスト８の強豪広島県代表広島県立広島皆
実高等学校と行い、79-59にて勝利、続く二回戦では兵庫県代表報徳学園高
等学校に惜しくも81-108負けましたけれども、堂々の全国best32でした。
年末に開催される全国高校選手権（ウィンターカップ）の東京代表を決定す
るためのベスト８校のリーグ戦にも出場が決定しています。部員達はさっそ
くウィンターカップ予選に向けて夏期合宿を行いました。
今後とも日本学園バスケットボール部をよろしくお願いします。
バスケットボール部以外の部活動（運動部も文化部）もこの夏にたくさんの
思い出を作る活動をしています。全てを紹介できなくてとても残念ですが是
非注目して下さい。
梅窓会でも有志がインターハイの応援に駆けつけました。梅窓会の応援・後
押しで生徒たちの更なる進化を引き出しましょう。

夏合宿を河口湖の近くにある音楽スタジオつきのホテルで行いました。高１
が８名（初参加 6 名）他に高３生５名、中２生１名参加。初日に到着後、各バン
ドが交代で練習、夕食後も練習、２日目朝食後に練習、午後はライブのリ
ハーサルを大きなホールで練習しました。そして、合宿の集大成となるライブ
を夕方から行いました。
合宿直前に組んだバンドもありましたが、どのバンドも人前で何とか披露で
きるまでになりました。この合宿で得たものを、９月末の日学祭、来年３月末
の卒業ライブに生かしてくれることと思います。　　　　　　　 （小泉先生）

｢軽音楽部の夏合宿｣

男子校で料理？焼き菓子？と驚く方もいらっしゃると思いますが、料理好き
な男子は意外に多いのです。内進生が中学生の時にこの話が持ち上がり、高
校 1 年生になった今年の春、5 人の初期メンバーが揃い、晴れて同好会とし
て発足しました。
週一回、家庭科室で料理をしています。男子の料理は「うまい！」が第一、レシ
ピをもとにアレンジも豪快。今は、秋の学園祭出店に向けて「麻婆丼」を何度
かやりましたが、味も手際もどんどん良くなり、見ていて飽きません。今後の
活動も楽しみにしていて下さいね。　　　　　　　　　　　　   （添田先生）

｢男子校の料理･焼き菓子同好会｣

｢バスケットボール部インターハイ出場｣

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました
広告を再開いたしました。広告内容は企業広告、個人名刺広告、同窓
生への応援メッセージなど、会報にふさわしい内容を希望いたしま
す。ご希望の方は右記までお問合せ下さい。

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトは編集部にお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

中学校　入試説明会

●11月30日（金）10:00～　　●12月22日（土）10:00～
●  1月10日（木）18:30～　　 ●  1月24日（木）10:00～

学校案内・募集要項は直接学校へお問合せ下さい。

日本学園中学校・高等学校
TEL:03-3322-6331　https://www.nihongakuen.ed.jp

高等学校　入試説明会

恒例の学園祭が９月29日（土）30日
（日）の二日間開催されました。今回は
台風の影響で二日目の開催が13時ま
でに短縮されましたが、創意工夫され
た展示で来場者は皆さん満足された
模様です。梅窓会でも「資料室展示」
と「昭和の音楽談話室」「夢太朗師匠
独演会」（午前一公演に変更）の三つの

催し物で参加しました。（PTA主催喫茶室に日本茶、コーヒー
などの飲料を提供しました）
■トライアスロン部（日学鉄人競
技部）
高２D市橋君に取材したところ、創
部以来で一番部員数が多い16人
となったとのこと、東京都アスリー
ト認定とユースオリンピック代表
選考会出場が理由だそうです。
■為替株式学習部
高1A川元君に取材しました。為替
株式学習部は企業主催の大会に
出場して企業経営等のプレゼン大
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掛け軸　杉浦重剛書『乃木将軍挽歌』

箱書き　杉浦重剛先生書乃木将軍挽歌

会議では中島秀治副会長（Ｓ41年卒）が議長に選出され、秋
季は特別な審議事項はなく東ケ﨑和利運営委員（Ｓ42年卒）
より運営委員会各部会の活動報告があり、また小川会長か
ら梅窓会の改革についての現状説明がありました。質疑応答
後、浦山景次副会長（Ｓ33年卒）の 閉会の辞で閉会しました。

●11月24日（土）14:00～　　●12月  1日（土）14:00～
●12月  8日（土）14:00～　　●  1月12日（土）14:00～

会に出場、為替を予想して近い順位を競う部活です。他には、
バーチャル投資も勉強しているところです。ただいま、部員募
集中だそうです。
■「昭和の音楽談話室」
梅窓会企画の「昭和の音楽談話
室」を今年で５回目の出展をしま
した。台風24号の影響もあり、来
場者は50名前後と低調でしたが
毎年楽しみに来場される方も４
組ほどあり感謝です。今年の出展は昨年に続き「この人も日本
学園に学んだ」という著名人卒業生を紹介する産経新聞連載
記事を掲示したほか、明治９年（142年前）に録音された杉浦
重剛先生の肉声による詩吟の貴重な音源を Graz radio （グ
ラーツ  ラジオ）という65年前のドイツ製の励磁（電磁石）ス
ピーカーで再現しました。
若き日の昭和天皇、秩父宮雍仁親王、高松宮宣仁親王の３兄
弟に帝王学の一環として倫理を進講されたということを推察
できる凛とした杉浦先生の肉声でした。
■梅窓会賞　高１Dの「VS TAICHI」
この企画は、VS ARASHIをマネした演出でクラス全員が盛り
上がり会場は盛況でした。

三笑亭夢太朗師匠

トライアスロン部

杉浦先生の肉声を聞く

為替株式学習部

2019 年度 生徒募集!!
広告募集のお知らせ

日本学園梅窓会報 日本学園梅窓会報
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平成 30年度インターハイ出場応援報告

梅窓会ではこの度、杉浦重剛先生直筆の掛け軸と関係史料を入手し学園
に寄贈いたしました。
＊掛け軸　杉浦重剛書　『乃木将軍挽歌』
＊史料　日本漢詩吟詠会『神州之正気』創刊号【昭和４年４月１日発行】
この掛け軸には明治天皇の後を追って殉死した乃木希典将軍を弔うた
め、杉浦先生が作った有名な漢詩が書かれています。

　
せきじょう

赤城の
ね っ け つ よ れ き

熱血余瀝を
そん

存し
　

しょうか

松下の
い ふ う ふ げ ん

遺風不言に
つた

伝う
　

し ん じ め い め い

心事明々　
ま た はくはく

還白々
　

しんしゅう

神州の
せ い き

正気 
きみ

君に
よ

頼って
とうと

尊し
【大意】
　赤穂四十七士の熱血が滴り、乃木将軍の血となり、
　吉田松陰の人格が言わずとも、伝わっているから、
　将軍の心持ちは一点の曇りも無く明である。
　日本の正気は、乃木将軍によって益々尊う。
乃木希典将軍が生まれた藩邸は、赤穂義士の一部が割腹した場所で、父
から武士として彼らの生き方を教えられたと言われています。「赤城の熱
血」とはこれを指しています。また「松下」とは松下村塾のことで、吉田松陰
を教育した塾創設者の玉木文之進から教えを受けていました。
日露戦争で第三軍司令官として戦った乃木将軍は、戦後、明治天皇の勅命
により、学習院々長となるほど教育者としても名高い人物でした。杉浦先生
は人格に優れた乃木将軍を深く尊敬していました。大正３年、裕仁皇太子

（後の昭和天皇）が学ばれた東宮御学問所で杉浦先生は「帝王学」として
大切な科目である倫理担当を拝命。初めての御進講を前に、親友であった
小村寿太郎と敬愛した乃木将軍の墓前でこの役目を全うすることを誓っ
たと言われています。学園資料室にはその小村候へ手向けた杉浦先生書
の漢詩掛け軸と、落款印はありませんが乃木将軍書と推定される大掛け
軸も所蔵しています。

資料室委員会

ＯＢ
投稿

杉浦重剛先生書の掛け軸と関係史料を寄贈

平成30年９月29日（土）特７教室にて秋の常任幹事約３0名
参加のもと開催されました。
松井啓真氏（Ｓ42年卒）の司会進行で始まり小川和夫梅窓会
会長（Ｓ34年卒）、来賓の堀内優憲学園理事長（Ｓ29年卒）水
野重均校長（Ｓ48年卒）それぞれの方々の挨拶がありました。

秋の常任幹事会開催される

バスケインターハイ出場を目標に頑張ってきた日学バスケ部
が夢を現実にしてくれました。我々日学スポーツ応援会は８
月２，３日と一宮市総合体育館に梅窓会有志とバスケ部OB
とコラボして燃えて、散って来ました。校長先生はじめ多くの
父母、バスケ部OB,学園の先生方、梅窓会運営委員、日学
ファン等が応援に駆けつけてくれました。出場校はいずれも
全国大会出場の常連校が多く大会慣れした高校が多く、初
戦対戦の広島県立皆実高校も昨年末のウィンターカップの
ベスト８校、2017年インターハイ８位に入っている強豪校で
すが、果敢に戦い79－59で完勝しました。２回戦は兵庫代
表の報徳学園（硬式野球の強豪校として知られています）と
当たりましたが１Qに先制攻撃で勢いに乗られてしまい苦戦
しました、４Qで反撃しましたが残念ながら追いつかず108
－81で負けました。208センチの長身のアフリカ留学生を抑
えきれませんでした。全国best32位以内でした。我が校は

全国的にバスケの強豪校として台頭しつつあり注目されだ
しています。全国トツプ校を目指し厳しい練習を積んでいま
す。文武両道の学校として注目されだしている我が校の力
をまずバスケで見せて、大会出場を果たしてほしいもので
す。｠日本学園の生徒たちの活躍をぜひとも一諸に応援し
ませんか。物心両面の応援をお願いして報告を終わります。

　　　　　　梅窓会　日学スポーツ応援会

学園祭のレポート

新たなる希望を胸に入学式行われる！

バスケットボール部が念願のインターハイ出場を決めました。　東京都予選
も激戦で、決勝リーグ４チームの戦績は下記の通りです。
　　　1 位 八王子学園八王子高校　３勝　　　　　　　　　 
　　　2 位 実践学園高校　　　　　 1 勝２敗（得失点差 +12） 
　　　3 位 日本学園高校　　　　　 1 勝２敗（得失点差    -1）　
　　　4 位 成立高校　　　　　　　 1 勝２敗（得失点差 -11）
※当該チーム間の得失点差で順位が決定　３位までがインターハイ出場

日本学園高等学校バスケットボール部は、８月２日から愛知県で行われまし
た、全国高等学校総合体育大会2018（インターハイ）に東京都代表として出
場しました。我が校は初出場ながら全国の強豪校と堂 と々試合を行い、一回
戦は昨年末のウィンターカップベスト８の強豪広島県代表広島県立広島皆
実高等学校と行い、79-59にて勝利、続く二回戦では兵庫県代表報徳学園高
等学校に惜しくも81-108負けましたけれども、堂々の全国best32でした。
年末に開催される全国高校選手権（ウィンターカップ）の東京代表を決定す
るためのベスト８校のリーグ戦にも出場が決定しています。部員達はさっそ
くウィンターカップ予選に向けて夏期合宿を行いました。
今後とも日本学園バスケットボール部をよろしくお願いします。
バスケットボール部以外の部活動（運動部も文化部）もこの夏にたくさんの
思い出を作る活動をしています。全てを紹介できなくてとても残念ですが是
非注目して下さい。
梅窓会でも有志がインターハイの応援に駆けつけました。梅窓会の応援・後
押しで生徒たちの更なる進化を引き出しましょう。

夏合宿を河口湖の近くにある音楽スタジオつきのホテルで行いました。高１
が８名（初参加 6 名）他に高３生５名、中２生１名参加。初日に到着後、各バン
ドが交代で練習、夕食後も練習、２日目朝食後に練習、午後はライブのリ
ハーサルを大きなホールで練習しました。そして、合宿の集大成となるライブ
を夕方から行いました。
合宿直前に組んだバンドもありましたが、どのバンドも人前で何とか披露で
きるまでになりました。この合宿で得たものを、９月末の日学祭、来年３月末
の卒業ライブに生かしてくれることと思います。　　　　　　　 （小泉先生）

｢軽音楽部の夏合宿｣

男子校で料理？焼き菓子？と驚く方もいらっしゃると思いますが、料理好き
な男子は意外に多いのです。内進生が中学生の時にこの話が持ち上がり、高
校 1 年生になった今年の春、5 人の初期メンバーが揃い、晴れて同好会とし
て発足しました。
週一回、家庭科室で料理をしています。男子の料理は「うまい！」が第一、レシ
ピをもとにアレンジも豪快。今は、秋の学園祭出店に向けて「麻婆丼」を何度
かやりましたが、味も手際もどんどん良くなり、見ていて飽きません。今後の
活動も楽しみにしていて下さいね。　　　　　　　　　　　　   （添田先生）

｢男子校の料理･焼き菓子同好会｣

｢バスケットボール部インターハイ出場｣

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました
広告を再開いたしました。広告内容は企業広告、個人名刺広告、同窓
生への応援メッセージなど、会報にふさわしい内容を希望いたしま
す。ご希望の方は右記までお問合せ下さい。

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトは編集部にお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

中学校　入試説明会

●11月30日（金）10:00～　　●12月22日（土）10:00～
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学校案内・募集要項は直接学校へお問合せ下さい。

日本学園中学校・高等学校
TEL:03-3322-6331　https://www.nihongakuen.ed.jp
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た展示で来場者は皆さん満足された
模様です。梅窓会でも「資料室展示」
と「昭和の音楽談話室」「夢太朗師匠
独演会」（午前一公演に変更）の三つの

催し物で参加しました。（PTA主催喫茶室に日本茶、コーヒー
などの飲料を提供しました）
■トライアスロン部（日学鉄人競
技部）
高２D市橋君に取材したところ、創
部以来で一番部員数が多い16人
となったとのこと、東京都アスリー
ト認定とユースオリンピック代表
選考会出場が理由だそうです。
■為替株式学習部
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株式学習部は企業主催の大会に
出場して企業経営等のプレゼン大
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箱書き　杉浦重剛先生書乃木将軍挽歌

会議では中島秀治副会長（Ｓ41年卒）が議長に選出され、秋
季は特別な審議事項はなく東ケ﨑和利運営委員（Ｓ42年卒）
より運営委員会各部会の活動報告があり、また小川会長か
ら梅窓会の改革についての現状説明がありました。質疑応答
後、浦山景次副会長（Ｓ33年卒）の 閉会の辞で閉会しました。
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会に出場、為替を予想して近い順位を競う部活です。他には、
バーチャル投資も勉強しているところです。ただいま、部員募
集中だそうです。
■「昭和の音楽談話室」
梅窓会企画の「昭和の音楽談話
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した。台風24号の影響もあり、来
場者は50名前後と低調でしたが
毎年楽しみに来場される方も４
組ほどあり感謝です。今年の出展は昨年に続き「この人も日本
学園に学んだ」という著名人卒業生を紹介する産経新聞連載
記事を掲示したほか、明治９年（142年前）に録音された杉浦
重剛先生の肉声による詩吟の貴重な音源を Graz radio （グ
ラーツ  ラジオ）という65年前のドイツ製の励磁（電磁石）ス
ピーカーで再現しました。
若き日の昭和天皇、秩父宮雍仁親王、高松宮宣仁親王の３兄
弟に帝王学の一環として倫理を進講されたということを推察
できる凛とした杉浦先生の肉声でした。
■梅窓会賞　高１Dの「VS TAICHI」
この企画は、VS ARASHIをマネした演出でクラス全員が盛り
上がり会場は盛況でした。

三笑亭夢太朗師匠

トライアスロン部

杉浦先生の肉声を聞く

為替株式学習部

2019 年度 生徒募集!!
広告募集のお知らせ

日本学園梅窓会報 日本学園梅窓会報

2 3 4



平成 30年度インターハイ出場応援報告

梅窓会ではこの度、杉浦重剛先生直筆の掛け軸と関係史料を入手し学園
に寄贈いたしました。
＊掛け軸　杉浦重剛書　『乃木将軍挽歌』
＊史料　日本漢詩吟詠会『神州之正気』創刊号【昭和４年４月１日発行】
この掛け軸には明治天皇の後を追って殉死した乃木希典将軍を弔うた
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【大意】
　赤穂四十七士の熱血が滴り、乃木将軍の血となり、
　吉田松陰の人格が言わずとも、伝わっているから、
　将軍の心持ちは一点の曇りも無く明である。
　日本の正気は、乃木将軍によって益々尊う。
乃木希典将軍が生まれた藩邸は、赤穂義士の一部が割腹した場所で、父
から武士として彼らの生き方を教えられたと言われています。「赤城の熱
血」とはこれを指しています。また「松下」とは松下村塾のことで、吉田松陰
を教育した塾創設者の玉木文之進から教えを受けていました。
日露戦争で第三軍司令官として戦った乃木将軍は、戦後、明治天皇の勅命
により、学習院々長となるほど教育者としても名高い人物でした。杉浦先生
は人格に優れた乃木将軍を深く尊敬していました。大正３年、裕仁皇太子

（後の昭和天皇）が学ばれた東宮御学問所で杉浦先生は「帝王学」として
大切な科目である倫理担当を拝命。初めての御進講を前に、親友であった
小村寿太郎と敬愛した乃木将軍の墓前でこの役目を全うすることを誓っ
たと言われています。学園資料室にはその小村候へ手向けた杉浦先生書
の漢詩掛け軸と、落款印はありませんが乃木将軍書と推定される大掛け
軸も所蔵しています。

資料室委員会

ＯＢ
投稿

杉浦重剛先生書の掛け軸と関係史料を寄贈

平成30年９月29日（土）特７教室にて秋の常任幹事約３0名
参加のもと開催されました。
松井啓真氏（Ｓ42年卒）の司会進行で始まり小川和夫梅窓会
会長（Ｓ34年卒）、来賓の堀内優憲学園理事長（Ｓ29年卒）水
野重均校長（Ｓ48年卒）それぞれの方々の挨拶がありました。

秋の常任幹事会開催される

バスケインターハイ出場を目標に頑張ってきた日学バスケ部
が夢を現実にしてくれました。我々日学スポーツ応援会は８
月２，３日と一宮市総合体育館に梅窓会有志とバスケ部OB
とコラボして燃えて、散って来ました。校長先生はじめ多くの
父母、バスケ部OB,学園の先生方、梅窓会運営委員、日学
ファン等が応援に駆けつけてくれました。出場校はいずれも
全国大会出場の常連校が多く大会慣れした高校が多く、初
戦対戦の広島県立皆実高校も昨年末のウィンターカップの
ベスト８校、2017年インターハイ８位に入っている強豪校で
すが、果敢に戦い79－59で完勝しました。２回戦は兵庫代
表の報徳学園（硬式野球の強豪校として知られています）と
当たりましたが１Qに先制攻撃で勢いに乗られてしまい苦戦
しました、４Qで反撃しましたが残念ながら追いつかず108
－81で負けました。208センチの長身のアフリカ留学生を抑
えきれませんでした。全国best32位以内でした。我が校は

全国的にバスケの強豪校として台頭しつつあり注目されだ
しています。全国トツプ校を目指し厳しい練習を積んでいま
す。文武両道の学校として注目されだしている我が校の力
をまずバスケで見せて、大会出場を果たしてほしいもので
す。｠日本学園の生徒たちの活躍をぜひとも一諸に応援し
ませんか。物心両面の応援をお願いして報告を終わります。

　　　　　　梅窓会　日学スポーツ応援会

学園祭のレポート

新たなる希望を胸に入学式行われる！

バスケットボール部が念願のインターハイ出場を決めました。　東京都予選
も激戦で、決勝リーグ４チームの戦績は下記の通りです。
　　　1 位 八王子学園八王子高校　３勝　　　　　　　　　 
　　　2 位 実践学園高校　　　　　 1 勝２敗（得失点差 +12） 
　　　3 位 日本学園高校　　　　　 1 勝２敗（得失点差    -1）　
　　　4 位 成立高校　　　　　　　 1 勝２敗（得失点差 -11）
※当該チーム間の得失点差で順位が決定　３位までがインターハイ出場

日本学園高等学校バスケットボール部は、８月２日から愛知県で行われまし
た、全国高等学校総合体育大会2018（インターハイ）に東京都代表として出
場しました。我が校は初出場ながら全国の強豪校と堂 と々試合を行い、一回
戦は昨年末のウィンターカップベスト８の強豪広島県代表広島県立広島皆
実高等学校と行い、79-59にて勝利、続く二回戦では兵庫県代表報徳学園高
等学校に惜しくも81-108負けましたけれども、堂々の全国best32でした。
年末に開催される全国高校選手権（ウィンターカップ）の東京代表を決定す
るためのベスト８校のリーグ戦にも出場が決定しています。部員達はさっそ
くウィンターカップ予選に向けて夏期合宿を行いました。
今後とも日本学園バスケットボール部をよろしくお願いします。
バスケットボール部以外の部活動（運動部も文化部）もこの夏にたくさんの
思い出を作る活動をしています。全てを紹介できなくてとても残念ですが是
非注目して下さい。
梅窓会でも有志がインターハイの応援に駆けつけました。梅窓会の応援・後
押しで生徒たちの更なる進化を引き出しましょう。

夏合宿を河口湖の近くにある音楽スタジオつきのホテルで行いました。高１
が８名（初参加 6 名）他に高３生５名、中２生１名参加。初日に到着後、各バン
ドが交代で練習、夕食後も練習、２日目朝食後に練習、午後はライブのリ
ハーサルを大きなホールで練習しました。そして、合宿の集大成となるライブ
を夕方から行いました。
合宿直前に組んだバンドもありましたが、どのバンドも人前で何とか披露で
きるまでになりました。この合宿で得たものを、９月末の日学祭、来年３月末
の卒業ライブに生かしてくれることと思います。　　　　　　　 （小泉先生）

｢軽音楽部の夏合宿｣

男子校で料理？焼き菓子？と驚く方もいらっしゃると思いますが、料理好き
な男子は意外に多いのです。内進生が中学生の時にこの話が持ち上がり、高
校 1 年生になった今年の春、5 人の初期メンバーが揃い、晴れて同好会とし
て発足しました。
週一回、家庭科室で料理をしています。男子の料理は「うまい！」が第一、レシ
ピをもとにアレンジも豪快。今は、秋の学園祭出店に向けて「麻婆丼」を何度
かやりましたが、味も手際もどんどん良くなり、見ていて飽きません。今後の
活動も楽しみにしていて下さいね。　　　　　　　　　　　　   （添田先生）

｢男子校の料理･焼き菓子同好会｣

｢バスケットボール部インターハイ出場｣

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました
広告を再開いたしました。広告内容は企業広告、個人名刺広告、同窓
生への応援メッセージなど、会報にふさわしい内容を希望いたしま
す。ご希望の方は右記までお問合せ下さい。

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトは編集部にお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

中学校　入試説明会

●11月30日（金）10:00～　　●12月22日（土）10:00～
●  1月10日（木）18:30～　　 ●  1月24日（木）10:00～

学校案内・募集要項は直接学校へお問合せ下さい。

日本学園中学校・高等学校
TEL:03-3322-6331　https://www.nihongakuen.ed.jp

高等学校　入試説明会

恒例の学園祭が９月29日（土）30日
（日）の二日間開催されました。今回は
台風の影響で二日目の開催が13時ま
でに短縮されましたが、創意工夫され
た展示で来場者は皆さん満足された
模様です。梅窓会でも「資料室展示」
と「昭和の音楽談話室」「夢太朗師匠
独演会」（午前一公演に変更）の三つの

催し物で参加しました。（PTA主催喫茶室に日本茶、コーヒー
などの飲料を提供しました）
■トライアスロン部（日学鉄人競
技部）
高２D市橋君に取材したところ、創
部以来で一番部員数が多い16人
となったとのこと、東京都アスリー
ト認定とユースオリンピック代表
選考会出場が理由だそうです。
■為替株式学習部
高1A川元君に取材しました。為替
株式学習部は企業主催の大会に
出場して企業経営等のプレゼン大

レポート
活　動
クラブ

掛け軸　杉浦重剛書『乃木将軍挽歌』

箱書き　杉浦重剛先生書乃木将軍挽歌

会議では中島秀治副会長（Ｓ41年卒）が議長に選出され、秋
季は特別な審議事項はなく東ケ﨑和利運営委員（Ｓ42年卒）
より運営委員会各部会の活動報告があり、また小川会長か
ら梅窓会の改革についての現状説明がありました。質疑応答
後、浦山景次副会長（Ｓ33年卒）の 閉会の辞で閉会しました。

●11月24日（土）14:00～　　●12月  1日（土）14:00～
●12月  8日（土）14:00～　　●  1月12日（土）14:00～

会に出場、為替を予想して近い順位を競う部活です。他には、
バーチャル投資も勉強しているところです。ただいま、部員募
集中だそうです。
■「昭和の音楽談話室」
梅窓会企画の「昭和の音楽談話
室」を今年で５回目の出展をしま
した。台風24号の影響もあり、来
場者は50名前後と低調でしたが
毎年楽しみに来場される方も４
組ほどあり感謝です。今年の出展は昨年に続き「この人も日本
学園に学んだ」という著名人卒業生を紹介する産経新聞連載
記事を掲示したほか、明治９年（142年前）に録音された杉浦
重剛先生の肉声による詩吟の貴重な音源を Graz radio （グ
ラーツ  ラジオ）という65年前のドイツ製の励磁（電磁石）ス
ピーカーで再現しました。
若き日の昭和天皇、秩父宮雍仁親王、高松宮宣仁親王の３兄
弟に帝王学の一環として倫理を進講されたということを推察
できる凛とした杉浦先生の肉声でした。
■梅窓会賞　高１Dの「VS TAICHI」
この企画は、VS ARASHIをマネした演出でクラス全員が盛り
上がり会場は盛況でした。

三笑亭夢太朗師匠

トライアスロン部

杉浦先生の肉声を聞く

為替株式学習部

2019 年度 生徒募集!!
広告募集のお知らせ

日本学園梅窓会報 日本学園梅窓会報
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会費納入はカンタンです

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S23 小田　誠夫 H29. 12. 18
S26J 井口　道好
S29 小林　大修 H26. 9. 
S29 長尾　忠一 
S29 小林　義郎 
S29 斉藤　光美 

S31 松本　光史 H30. 4. 3
S31 牧野　純一 H30. 9. 30
S32 柏原　　誠 H27. 5. 4
S33 大森　良樹 H30. 9. 22
S38 千葉　　晃 H30. 8. 2

平成30年６月18日梅窓会総会において本年度は三年に一度の会長改選期

にあたり立候補者、小川和夫氏（Ｓ34年卒）が梅窓会会長に満場一致で承

認され、髙木前会長から引き継ぎのあと新体制で発足されます。小川和夫新

会長は学園の理事、常務理事を歴任し学園のことに精通しており梅窓会と

学校との関係が一層密になると思われます。

日ごろは梅窓会活動へご理解とご協力をいただきまして、ありがとうございます。梅窓会会員の皆様から寄付としていただいてお
ります「賛助会費」は、基礎的収入の「会費」と共に、梅窓会の運営を支える重要な財源として鋭意活用させていただいております。
本年度も梅窓会は、在校生への奨学金や「日学祭」、各種部活動等重要イベントへの支援及び会員皆様との架け橋である『梅窓
会報』の発行、ホームページの管理・運営と総会、常任幹事会、運営委員会の開催など、数々の事業活動を行なっております。
一方で、梅窓会の財政状態は、会費収入の低迷もあり、決して健全な状態とは言えず、会の維持・運営にも支障を来たしかねない
状況下にあります。
つきましては、梅窓会の持続的な運営を通して、歴史と伝統に根付いた母校日本学園の発展に資する支援を、何卒お願い申し上
げる次第でございます。　
振込みには、会報に同封の「払込取扱票」をご利用ください。

副会長　中島 秀治（S41年卒）

会費収入は梅窓会運営の基盤です。
ご協力よろしくお願いいたします。
年会費   4,000円
　毎年１回／同封の郵便振替用紙で納入してください。
終身会費 40,000円
　最初の１回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

ＯＢの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣
味の会などをインターネットの「梅窓会ブログ」や梅窓会報に
掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月は除く）
午後に梅窓会事務室までご連絡をお願いいたします。パソコ
ンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内にあり
ますメールアドレスまで直接原稿を投稿することも出来ます。
皆様の情報をお待ちしております。 梅窓会　広報部会

ＯＢ情報大募集中！

検索梅窓会ブログ 検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
クリックするだけでご覧になれます。

梅窓会新会長に小川和夫氏（S34年卒）就任！

「賛助会費」納入のお願い

平成30年度　梅窓会予算

（2018/4/1ー2019/3/31　単位：円）

収入

　　　　正会員（終身） 480,000 600,000

　　　　正会員（年） 432,000 480,000

　　　　賛助会員 480,000 600,000

　　正会員計 1,392,000 1,680,000

　　準会員 2,098,800 2,253,600

　　雑収入 20,078 50,100

　　収入合計 3,510,878 3,983,700

　支出

　　一般管理費

　　　　委員会運営費 275,070 400,000

　　　　通信費 149,828 136,000

　　　　旅費交通費 0 20,000

　　　　事務費・消耗品費 206,453 207,614

　　　　会議費  48,461 66,000

　　　　雑費 148,240 185,000

　　　　口座徴収料金 26,227 35,000

　　　　慶弔費 0 30,000

　　　　人件費 276,500 300,000

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,230,782 1,479,614

　業務運営費

　　　　備品費 112,449 20,000

　　　　卒業記念品費 476,982 620,000

　　　　会報費 849,792  866,900

　　　　学園行事協力費 0 15,000

　　　　学園行事支援費 120,000 190,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 500,000 500,000

　　　　予備費 39,420 40,000

　　　業務運営費計 2,098,643 2,251,900

　　支出合計 3,329,425 3,731,514

　収支差額  181,453 252,186

　次期繰越金 9,272,358 9,524,544

予　　算前年度実績

小川和夫新会長挨拶

｢平成 30年度梅窓会総会｣を開催

私は10年間梅窓会会員でありながら、理事の立場で運営委員会へ出席して

参りました。運営への発言は控えておりましたが、これからは皆さんのご意見

を伺いながら会運営の改善を進めて参ります。何故なら10年間皆さんと同席

させて頂いた事によって、会の現状はよく判って居るつもりです。

これだけの組織ですから、常勤の事務長を雇用すべきですが、現状の収入で

はそれすら不可能ですから、収入増対策として会報発行を10年前に戻すとこ

ろから始めたいと思います。

又、過去の慣例にとらわれる事なく、活性化の為の改善を推し進めて行きます。

また、様々な場面で正会員、準会員（在校生）への会の存在感を高めることに

よって、梅窓会への関心をアップする為の作業を致します。

2019年は元号が変わりますし、人生50年時代から100年時代への幕開けで

す。健康寿命100年を目標に「梅窓会」を「老いを楽しみ、母校と我が身を元気

にする会」として頑張りましょう。

梅窓会 会長　小川 和夫（S34年卒）

平成30年３月22日（木）新日鉄代々木倶楽部にて、梅窓会髙木会長を招
き18名が出席し開催されました。｠（出席者）｠池松正克、碓井健一、萩島
哲哉、猪狩達夫、佐々木忠彦、佐藤公一、芝原弘身、杉野孝夫、関口忠、髙
田鉱、武居正、谷川義明、堀内優憲、萩本国明、吉澤正行、浦野孝弘、寺山
心一翁、鈴木好彦八十三才とは思えぬ元気で歓談、飲んで終了しました。

                                        　　　　　　　　　 S29年卒　堀内 優憲

ＯＢ情報
短信

七七七会（S26J､S29年卒）総会開催

七年ほど前になりますが、同期の安藤實さんから突然梅窓会の会長をやらないかと云う
話が舞い込んで参りまして、当時あまり学園と関わり合いがありませんでしたので、特に
晴天の霹靂であり、理解をするのに時間が掛かりました。引き受けるのに不安もあり、再
三辞退を致しましたが、何でも良いから定例会に出て来いと云う事で何度か出席をさせ
て戴きました。そうした中で委員の皆さんが、本当に学園を思い活動している姿に接し、再
三の要請もあり、お亡くなりになった当時の太田会長からも引き受ける様にご下命があり
ましたので、私ごとき者が勤まるものか、大変心配もしましたが、皆さんの御協力も戴ける
と云う事で､力不足乍らお引き受けする事になりました。
先輩からも叱咤激励され、同窓の士の暖かい御協力を得る中で、会長としてスタートする
事が出来ました。定例会では時には激しく論じ合うときもあり、母校を思う共通の心が、梅
窓会を盛り立てている事がわかり、曲がりなりにも会長職を勤めることが出来ました。
振り返ってみますと、楽しい思い出が数多く残っております。とくに例会のあとの懇親会が

毎回盛り上がり楽しい時を持つことが出来、幹事役の清水さんには今でも感謝して居ります。そして開校百三十年を皆さんと共
に祝う事が出来たのも忘れる事は出来ません。
理事長はじめ多くの先輩とも親しくして戴き、三代の校長先生や学園関係の皆様も大変お世話になりました。又運動部の試合
の応援や、吹奏楽部の演奏会に､出席した事も忘れる事は出来ません。運動部のＯＢ会にも呼んで戴き、多くの年度の同期会に
も参加させていただきました。
本当に貴重な六年間でした。幸いにも小川和夫さんがしっかりとバトンを受け継いで下さいましたので、梅窓会も益々活発にな
る事と信じております。最後にこの道に誘い込んでくれた安藤實君に感謝し、母校日本学園が文武両道の素晴らしい学校とな
る事を心よりお祈りしてお礼の挨拶と致します。

髙木前会長退任の挨拶

S41年卒「ハワイ柴田会」親睦＆激励会
去る４月18日（水）、少々肌寒さを感じる陽気の中、恵比寿駅前のQiZ（クイズ）恵比寿ビルにある台湾中華・飲茶料理 「京鼎樓」
で恒例のハワイ柴田会を開きました。
本会のメンバーは、柴田 仁君、清水 光行君、内藤 雅司君と中島で、それぞれの夫妻出席が原則です。柴田君は、長年大手旅行会
社の幹部としてハワイを舞台に活躍し、現在はＨＡＷＡＩＩに終の住まいを構えて年に１，２回来日しては旧交を温めています。柴
田君、清水君、中島は中学からの入学組で、柴田と中島はテニス部でペアを組んで
近隣の公立中学等で練習試合を頻繁におこなっていました。（因みに、当時の日学
は、ポンコウと、中学はポンチュウと呼称された。）内藤君からの情報がキッカケ
で50数年ぶりに柴田君と再会してから、ハワイとゴルフが大好きな柴田・清水・内
藤の３君に中島も加わって夫婦で参加の「ハワイ柴田会」が続いています。
特に今回は内藤君が、学校法人日本学園の常務理事の重責を拝することになっ
たため、激励会も兼ねて行われました。母校の再興に「内助の功」も期待して盛会
裏にお開きとなりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S41年卒　中島 秀治｠

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに
　４万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願
　いいたします。（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後
　ろに 「♯」 を付してあります。

謹んで哀悼の意を表します。
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会費納入はカンタンです

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S23 小田　誠夫 H29. 12. 18
S26J 井口　道好
S29 小林　大修 H26. 9. 
S29 長尾　忠一 
S29 小林　義郎 
S29 斉藤　光美 

S31 松本　光史 H30. 4. 3
S31 牧野　純一 H30. 9. 30
S32 柏原　　誠 H27. 5. 4
S33 大森　良樹 H30. 9. 22
S38 千葉　　晃 H30. 8. 2

平成30年６月18日梅窓会総会において本年度は三年に一度の会長改選期
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日ごろは梅窓会活動へご理解とご協力をいただきまして、ありがとうございます。梅窓会会員の皆様から寄付としていただいてお
ります「賛助会費」は、基礎的収入の「会費」と共に、梅窓会の運営を支える重要な財源として鋭意活用させていただいております。
本年度も梅窓会は、在校生への奨学金や「日学祭」、各種部活動等重要イベントへの支援及び会員皆様との架け橋である『梅窓
会報』の発行、ホームページの管理・運営と総会、常任幹事会、運営委員会の開催など、数々の事業活動を行なっております。
一方で、梅窓会の財政状態は、会費収入の低迷もあり、決して健全な状態とは言えず、会の維持・運営にも支障を来たしかねない
状況下にあります。
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振込みには、会報に同封の「払込取扱票」をご利用ください。

副会長　中島 秀治（S41年卒）

会費収入は梅窓会運営の基盤です。
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ＯＢの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣
味の会などをインターネットの「梅窓会ブログ」や梅窓会報に
掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月は除く）
午後に梅窓会事務室までご連絡をお願いいたします。パソコ
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皆様の情報をお待ちしております。 梅窓会　広報部会

ＯＢ情報大募集中！

検索梅窓会ブログ 検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
クリックするだけでご覧になれます。

梅窓会新会長に小川和夫氏（S34年卒）就任！

「賛助会費」納入のお願い

平成30年度　梅窓会予算

（2018/4/1ー2019/3/31　単位：円）
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　　　　事務費・消耗品費 206,453 207,614

　　　　会議費  48,461 66,000

　　　　雑費 148,240 185,000
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予　　算前年度実績
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